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第３７期（平成２６年度）事業報告の概要

平成２７年６月２６日

千葉都市モノレール株式会社

〔事業の概況〕

当期（平成２６年度）は、中期経営計画の初年度であることから、計画を着実に進

めるために全社員が目的意識をしっかり持ち職務を遂行しました。また、新たな企業

理念・行動指針を策定し、運輸業の根幹である「安全・安定輸送」に対する意識を高

め、お客様から常に信頼され、親しまれるモノレールを目指し、社員一人ひとりがよ

りお客様の期待に添えるサービスを提供できるよう、そのレベル向上に努めました。

営業面では、年間輸送人員が過去最高となった前期を上回り、２期連続で乗車人員

の記録を更新することができました。また、女性運転士の育成を実施したほか、消費

税引き上げに伴う運賃改定に合わせ、通学定期の割引率の拡大や新規購入分定期券の

発売開始期間を拡充するなど利便性向上に努めました。

安全対策では、毎年行っております災害対策訓練に加え、地震対策ブラインド訓練、

ＮＢＣテロ対策訓練を実施するなど、社員個々の災害やテロに対する意識の向上に努

めました。

○営業実績

当期の輸送人員全体としては、前期比で５万６千人と僅かながら増加し、前期を上

回る１千７百１２万６千人となりました。

内訳としては、定期外輸送人員で、２８万９千人減少したものの、定期輸送人員は３４

万５千人増加しました。

一方、運輸収入全体としては、前期比で５千８百万円減少し、３０億４千９百万円とな

りました。

当期は、消費税引き上げに伴う運賃改定に合わせて、通学定期割引率の拡大（５０％か

ら６０％）を実施したことから、通学定期が対前期比で２千万円減少しましたが、通勤定

期が対前期比で２千万円増加と堅調に推移したことから、定期全体としては、前期並の実

績を確保することができました。

＜お問い合わせ先＞

千葉都市モノレール株式会社 企画課

電話 ０４３－２８７－８２１６

安全・笑顔・真心 千葉モノレール



（参考）

輸送人員・運輸収入

当 期 前 期 増 減 対前期比

輸送人員 （千人） （千人） （千人） （％）

定期外 ８，２９９ ８，５８８ △２８９ ９６．６３

定 期 ８，８２７ ８，４８１ ３４５ １０４．０８

合 計 １７，１２６ １７，０６９ ５６ １００．３３

運輸収入 （百万円） （百万円） （百万円） （％）

定期外 １，８６３ １，９２２ △５８ ９６．９５

定 期 １，１８６ １，１８６ ０ １００．００

合 計 ３，０４９ ３，１０８ △５８ ９８．１１

営 業 費 ２，８７８ ２，８４３ ３４ １０１．２０

（単位未満の端数切捨）

○業務活動
◆企業理念・行動指針の策定

◆女性運転士の誕生

◆千葉市夏休みおしごと感動体験への参加

◆車両基地見学会（千葉あそび）の実施

◆「社員全員が営業マン」制度の創設

◆業務改善提案制度

◆トルコ共和国メルスィン市視察団の受け入れ


